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第7回ヨーロッパ児童福祉施設研修団団長報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さい　　とう　　　き　　　よし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎　　藤　　喜k　　能

（横浜国立大学助教授）

　はじめに

　近年、わが国の文明の進歩は、社会構造を機能化、能率化にするとともに、人間の日

常生活を日に日に便利化してきている。しかし、このような都市社会の近代化は、大都

会の出現と人口の都市集中によって高層ビルと高層住宅の林立を招き、子どもたちの遊

び場の喪失を余儀なくさせている。また、年々増加する交通量によって、子どもたちは

外での遊びを制限され、家庭内でテレビや漫画をみたり、玩具で遊ぶなど小筋運動によ

る遊びが多く、子どもにとって重要な大筋運動が非常に少なく運動不足を招いている。

さらに、わが国の知的偏重は、すでに幼児期から稽古ごとや塾通いをさせるため、筆者

らが子どものアンケート調査を行った結果をみても、学校から帰っても遊ぶ時間がなく

週に4日から5日に亘って稽古ごとや塾通いをしている児童がかなりいる現状にある。

　このように、子どもの生活環境が変化したことによって、骨折しやすい子、側蛮症の

子、肥満の子など身体的に異常をもつ子どもや、また、疲れやすい、食欲がない、かぜ

をひきやすいなど微症状を訴えるような不健康状態にある子どもが多くなっている。一

方、身体の形態的発育に比較して、運動機能の発達など体力の相対的な低下を指摘する

研究報告がかなり出されている。これらの事柄は将来の子どもの発育発達や健康増進に

とって重視すべき問題といえよう。

　このように、子どもの生理的、身体的な機能の低下などの背景には、遊び場の減少と

遊び時間の減少が大きな要因の一っとしてあげることができるものであり、子どもの健

全育成をはかるためには、子どもの遊び場の確保と、遊びの重要性を再認識をして子ど

もたちに積極的な遊びの展開をさせることが必要である。

　今回のヨーロッパ児童福祉施設の研修は、このような点から日本をよりよく理解し、

反省するために、よい機会であったといえよう。

2．子どもと遊び

　子どもの一日の生活はその大半が遊びの生活である。その遊びの生活の中で、最も生

き生きとした子どもの世界を見い出すことができ、しかも、その中に、身体的、知的、

精神的、社会的などの多くの働きが含まれており、遊びの活動を通していろいろなこと

を経験しながら、子どもの心身の発達と健康に大きな影響を与えているのである。幼児

期は人生における初期経験の時期に主に形成されるという意味で重要なのである。

　子どもの遊びは、結果を考えないで、遊びそのもの自身を楽しむ活動であって、本人

が自発的に行い、外部からの力に動かされてするものではない。その点において仕事と

区別されるものなのである。アレーは、遊びの本質を3点に分類し明らかにしている。
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第1に、遊びは楽しみであり、満足を伴う活動である。子どもの生活が遊びであるとい

われるのは、子どもはそれらに追い立てられる必要がないからである。第2に、遊びは

自発的であり、自由である。それは、外部から圧迫や強制がなく、活動に対する態度が

自由なためである。第3に、遊びはそれ自身目的であり、なんら他の目的が考えられな

い。遊びの活動の楽しみは、そのこと自身の中にあるのである。このような点に遊びの

意義があると指摘している。

　遊びが子どもの重要な生活部分を占めている以上、子どもの発達の面で演ずるその役

割の重要性は、いくら強調しても強調しすぎることはない。とくに、遊びは次のような

点ic重要な価値をもっているものである。

　｛1）身体発達の面　身体的な発達にとって、遊びは不可欠なものである。子どもの遊

びは全身的な筋肉の発達を促進するだけではなく、病気に対する抵抗力を高め、健康増

進を助長するものである。

　②　教育的な面　子どもはいろいろな遊びによって、ものの形や大きさ、構造や意味

などを学習するものである。っまり、遊びが、すでに子どもの知的変化をするための要

素を持っているのである。「なすことによって学ぶ」ということは、遊びがまさにそう

したことを提供しているといえよう。

　｛3）社会性の発達の面　子どもは遊びを通して、不正を排除し、規則を守り、集団の

基準にしたがって行動することの必要さを体験する。また、集団的活動に参加するため

には、利己的見解を捨て、自己を主張するとともに、他人を尊重することを学ぶのであ

る。このように、遊びによって、子どもは社会的な態度を身にっけることができるので

ある。

　このほかに、遊びは、道徳的訓練の面、パーソナリティ発達の面、治療的な面、知的

な面など多くの価値を持ち、人間形成の上で重要な役割を演じているのである。

3．ヨーロッパの冒険遊び場

　子どもは、成長するあらゆる段階で模倣の動物であり、絶えず自分の周辺の世界を探

索し、調べまわる偉大な探検家であるといえる。これは発育発達の一っの過程であり、

子どもにとって重要な事柄なのである。

　ヨーロッパの遊び場は、子どもたちが探検したり試したりする欲求を十分に満たすこ

とのできる遊び場の環境づくりがなされている。それは、デンマークの造園家である

C，Thソーレンセン教授が1930年代にはじめて作り出した冒険遊び場であった。この

すばらしいアイデアは、現在の世界の遊び場を風靡しているといっても過言ではない。

　冒険遊び場は、実験的な遊び場であり、遊びの中で実験的な形態をとり、それを促進

させるための配慮が重要視されなければならない。従来の遊び場は、ブランコ、すべり

台、シーソーなどの伝統的な遊具にょる一定のパターンによるものであり、子どもたち

の創意工夫による遊びの展開を期待することはできない。子どもたちの心を自由に遊ぶ

ことのできる場を確保してやるためには、冒険遊び場的な遊び場の形態が特に重要であ
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る。このような自由な実験的な遊びで成功するための最も大切な条件は、冒険遊び場が

多様性のある原理をいかにうまく活用するかであろう。

　ヨーロッパの冒険遊び場を簡単に定義することは困難なことである。それは、冒険遊

び場が特定の限定された機能だけを果すものではなく、冒険遊び場には、子どもの遊び

方によって特定の無限の可能性を持っているからである。冒険遊び場では、あらゆる廃

材を利用しての建物遊び、動物の世話、ほら穴などを作って遊ぶどう遊び、大木・ロー

プ・張り綱などによる創造的な固定遊具などによる遊びなど非常に多様性に富んでいる

　・冒険遊び場の施設

　ヨーロッパにおける冒険遊び場の一般的な施設をみると、大概どの遊び場も類似した

傾向にあったが、その施設は次のようであった。

　。本館　　本館は最も重要な機能を持っもので、子どもが作業や遊びのための道具や

素材を借りに行く場であり、中枢の場なのである。この建物には、プレイルーム、作業

室、倉庫、道具庫、リーダーの事務室、手洗いなどが完備されており、100平方メート

ルほどの建物である。

　。建物づくりの素材貯蔵地域　　この地域は子どもたちに素材を分配する場所であり

建物づくりの地域に隣接した場所である。子どもたちが建物を建設中に材料が必要であ

れば直ちに得られる便利な場所でもある。
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　。建物づくりなどの地区　　この場所は子どもたちが建物づくりをする場所であり、

この遊び場におけるハイライトでもある。ここでは、子どもたちは、普通2人から5人

のグループをっくり、10平方メートル程度の家を作っている。一っの家を建てるために

は約25平方メートルの土地が必要であり、100人の子どもが遊ぶためには約1，000平方

メートルの面積が必要となる。日本の都会の実態を考えると土地の確保に問題があるよ

うである。

　。共用の広場　　この広場は子どもと大人が特別の行事を催すときに集る場所であり

野外の舞台、ゲームの広場、たき火をする広場、砂あそび場のできる場所である。この

広場は、芝生や草地でおおわれていることが多い。

　。家畜小屋　　家畜小屋では、うさぎ、にわとり、山羊、ポニーなどの動物を飼育し

ている。子どもたちが動物を世話をすることは身体的な面にだけよいのではなく、精神

的な面、社会的な面の発達にも欠かせることのできない部分を広げてくれるものである

家畜に対しては、獣医衛生官が月1回家畜小屋を訪問し、動物の診察をするとともに、

診察後には子どもと動物のことや世話のしかた、動物の病気などにっいて話し合い、指

導していくとのことである。このような動物の世話をすることICよって、子どもたちは

動物学の知識や繁殖について知るとともに、生と死について自然に対する触れ合いを持

っようになる。特に、都会化された中で生活する子どもたちにとって、自然の姿を見っ

めることは欠くことのできない重要なことなのである。

　。固定遊具の地域　　ヨーロッパの冒験遊び場における固定遊具は、既製の市販され

ている遊具ではなく、ロープ、板、四角の太い柱、廃品の活用などによって作られた遊

具である。これらの材料をもとに、太い樹々の間にロープを結んだり、張り綱をしたり

くもの巣状のネットを作ったり、太い柱を利用してロープスウィングを作ったり、ロー

プと板で橋を作ったりなどして、子どもたちが、創造的な遊具を作り上げて遊んでいる

ものである。この遊び場では、B本の都会にある遊び場のように、鉄やコンクリートで

作られた幾何学的な堅い、冷たい感じはなく、また、自然の樹々や自然の材料を使って

子どもたちが作った遊具には華麗さはないが、これらの遊具には自然の姿の美しさと手

作り1ζよる人肌の暖かさを感じさせる遊具であるといえる。

　。舗装された広場　　コンクリートやアスファルトで舗装された広場では、夏はロー

ラスケートや自転車乗りのための場所であり、冬はその上に水をまき氷らせてアイスス

ケートの遊び場所となる。ヨーロッパの子どもたちは平坦地が多いため自転車の利用が

多く、また、冬は寒さが厳しいためアィススケートで遊ぶ機会が多く、多くの遊び場で

このような施設がみられた。子どもの身体活動をするためのすばらしい遊び場である。

　。菜園と花壇　　菜園や花壇は、子どもたちが、花や果物、野菜などの成長する様子

をみて、発芽や開花、結実といった自然に関することを学ぶことができる。都会の生活

の中では土に接する機会がなく、実際の土の作業によって自然にっいて学ぶことは、子

どもにとって非常に有意義なことである。花壇には花を切りとることのできる草木の花
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壇や毎年実生から育てている花壇などに分かれていた。

　。荒地　　冒険遊び場の中には必ずといってよいほど荒地がある。荒地は一面草でお

おわれ、足場はデコボコな自然のままの場所である。最初に見た時は、雑然とした、不

潔な場所のように感じられたが、指導者の話によると、この遊び場は、子どもの遊びや

自然との接触に驚くほどの多様な可能性があるとのことである。したがって、この遊び

場は荒地のまま残しておき、子どもがその場所を自由に利用し、いろいろな遊びができ

るようにするための場にすべきであるとのことである。

　・冒険遊び場の運営

　この種の遊び場を運営するためには、遊びを指導するための職員と、遊び場を管理す

るための財政が必要となる。ヨーロッパの遊び場における職員の数は施設の規模によっ

て異なるが、一般的に100人から150人を受け入れる規模の遊び場には、リーターを含

めて4～5名の正規の職員と2～3名の大学等で訓練を受けた助手と、さらに1～2名

の実習生がおかれているようである。遊び場のリーダーは大学での訓練を受けた者であ

り、子どもたちに対して積極的に取り組む人でなければならない。

　遊び場は一年を通して開放されるが、特に屋外での活動が盛んな時期は5月、6月、

8月、9月である。冬季や雨期は外での活動ができなくなるが、本館が活動センターと

して活発に利用されるようになる。

　冒険遊び場の費用は年間子ども1人当たり約2，　OOOデンマーククローネが必要であり

100人から150人程度の子どもが利用する遊び場では、年間運営費は20万から30万デン

マーククローネ程度である。年間運営費の財政については、一般には、子どもたちの毎

月の利用料によって年間必要経費のごく一部をまかなっているが、運営費の大部分であ

る80％以上は公共団体から支給され、残りの20％は子どもたちの寄付や住宅協会の寄付

催物などによって冒険遊び場自体で作り出さなければならない。運営の中で最も大きな

割合を占めるものは職員の給料であり、ついで素材と道具、掃除などに関する費用であ

るとのことであった。
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　開場時間は、午前9時から午後5時までが一般的であるが、夏の間は午後7時から8

時まで開場している遊び場もある。この開場時間には大きな問題を含んでいるようであ

る。子どもたちは、学校の授業のない午後、日曜日、祝日などのような日に遊び場が欲

しいのに対して、職員は会社などと同様な就業時間を望んでいるからである。午前中に

開場すると職員の就労時間は10時間以上になってしまい1人で受け持つにはあまりにも

多すぎるためである。この点が、冒険遊び場の運営上の大きな問題点となっているとの

ことであった。

4、冒険遊び場の意義と重要性

　日本と同様に、世界中で都市化と都市への人口の集中によって、市街化地域が拡大し

ている。このように町や都市の成長に従って、子どもの心身の発育発達に与える影響は

大きく、大きな社会問題となっており、児童の健全育成のあり方が注目されている。日

本においてもこの種の遊び場の必要性を強く感じるものであるが、冒険遊び場が日本に

おいて必要な意義と重要性は次のような点からである。

　現在、子どもの生活環境としての問題としては、次のような点を考えることができる

　①都市化による遊び場の喪失

　都市化による市街化地域の増大は、子どもの自然の遊び場を著しく減少しているとと

もに、人口の集中によって限られた土地に高層アパートや高層ビルを林立させ、子ども

の遊び場の喪失を招き、家庭の中に閉じこめられ、子どもにとって欠くことのできない

大筋運動の不足を招来している。また、この遊び場の不足は、一方において子どもたち

を不良化へと追いやる一因ともなっているのである。

　②交通量の増加と遊び時間の減少

　都会の街の中は過密化し、しかも自動車交通の激増によって、子どもの戸外活動は制

限することを余儀なくされ、家庭内で遊ぶ時間が増加している。このことは、子どもの

身体発達は勿論のこと、戸外における友人との集団遊びの機会などがもたらす情緒や社

会性の発達への影響も大きく重大な問題となっており、遊び場の確保が急務である。

　③　高層アパートによる戸外遊びの減少

　都市化による高層アパートの増加は、子どもをアパート内に閉じこめる傾向が強く、

前述したように、身体運動の不足と精神的な面や社会的な面など心身に与え影響が大き

く、子どもの健全育成をはかる上での問題点になっている。

　④　子どもの過保護と健康の問題

　家族形態は医学の進歩によって乳幼児死亡が激減したこと、都市人口の過密化によっ

て住居の空間が狭くなったことなどにより、第一子または第二子の家庭が多くなってい

る。そのため、親子関係においては、子どもに対する期待感は非常に高く、過保護傾向

が一般に目立っており、遊びは危険だから、遊びよりも塾やおけいこごとをという教育

の風潮が強く、一般に遊びを避ける傾向にある。そのため健康増進にとって不可欠な要

素が不足していると指摘している研究報告が多くあり、子どもの運動不足を招いている

大きな原因となっていると報告している。

　⑤共働き家庭の保護者の不在
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　ヨーロッパにおいてもそうであるが、近年日本においても共働き家庭が増加しており

子どもの養育ICおいて保護者の不在を招き、子どもの不良化が問題となっている。カギ

っ子の子どもたちはゲームセンターやディスコに入り浸っている者や麻薬、アルコール

タバコなどを吸い次第に不良化していく子どものケースが多いという。これらは余暇の

活動時間をもて余す結果に生ずるものであり、有用な遊び場の確保がいかに重要である

か理解することができる。

　⑥　自然との接触をする機会の減少

　都市化は高層ピルとアスファルト道路によって、自然の森や林は勿論のこと、人間の

日常生活から土の嗅いさえ奪っており、全く人工による都市に変貌している。また、同

じ野菜や果物は一年中店頭に出ているため季節感を失い、子どもたちは冬の店先にある

トマトや胡瓜をみて冬に生産されるものと思ったり、小学校で先生がカブト虫はどのよ

うな場所で生活しているかの質問に対して、子どもがデパートと回答したとの笑えない

話がある。これらは、子どもたちが全く自然の姿を忘れた生活を送っているものであり

子どもの心と体に与える影響は大きく、ヨーロッパの自然を生かした冒険遊び場の重要

性を認識することができる。

　以上のような点から、都市において失われつつある遊びを、冒険遊びを行うことによ

って体験させ、その中で子どものこころとからだを十分に満足させることのできる、こ

のヨーロッパの冒険遊び場は評価の高い遊びであるといえる。この冒険遊び場を利用す

る子どもは8才から14才の少年少女で心身の問題を最ももちやすい年令であり、健全育

成の場としては最適な場となっている。このような点から、冒険遊び場は価値のある重

要な遊び場であることが理解できた。

　今回の研修においては、ヨーロッパ児童福祉施設の視察が中心であり、その中でも我

が国に紹介の少ない、冒険遊び場、自由時間活動センター、保育園、各種遊具を中心に

視察をすることができた。自由時間活動センター等にっいては高城先生の報告の中に述

べられるので、本報告においては、子どもの遊びを中心に、ヨーロッパにおいて風靡し

ている冒険遊び場icついて記述したものである。

　本研修において、日本の児童福祉施設を再考するよい機会であり、収獲も非常に大き

かった。今回の研修の中で筆者は特に、社会が急激に繁栄する中で、現在の大人は子ど

もを理解する心と、子どもの心を失っているという重大な過失を犯しているという反省

を得た。

　ひと昔前まで多かった都市の自然の空地は、モータリゼーションの波の中に埋もれ、

子どもの遊び場は小さな児童公園に追いやられてしまい、昔の子どものように大担で、

興奮的で、歓喜に満ちた遊びはみられなくなってしまった。また、親は子どもたちを危

険から遠ざけて安全な遊びに閉じこめがちである。しかし、子どもたちの自由な遊びの

有用性を知り積極的な遊びを展開させることがいかに重要であるかを今回の研修で得る

一 9一



ことができた。遊びの危険を避ける最善の方法は、危険な遊びであっても積極的に子ど

もに与え、危険を危険として認識できるだけの判断力を与えることであるということを

再認識することもできた。子どもたちの遊び時間の減少は表面的なものだけではなく、

内面的な成長をも阻害する重大な問題にかかわっていることが現実の姿として捉えるこ

とができた。ヨーロッパの遊び場を視察し、日本の現状を考えたときに、都市社会のメ

カニズムの中で解体されっっある子どもの本来の姿と遊びを再考できた点に研修の大き

な収獲を得たが、この収獲で得たものを基礎として、日本の子どもの健全育成に関して

積極的な活動の転換の機会を与えられたものと思い、感謝の意を表したい。

＼ ＼ ／
●

資生堂社会福祉事業財団役員と研修団一同
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団 員 名 簿

団　　長 斎 藤 敦 能 横浜国立大学助教授 神奈川県 横浜市

副団長 藤 崎 秀 雄 千葉県こどもの国 千葉県 市原市

講　　師 高 城 義太郎 玉川大学教授 東京都 町田市

こどもの国班

1班班長 加 藤 清 こどもの国協会 神奈川県 横浜市

山 本 繁 北海道こどもの国協会 北海道 砂川市

渡 辺 東海男 いわき市こどもの村 福島県 いわき市

小瀬水 早 苗 こどもの国協会 神奈川県 横浜市

溝 口 美恵子 福光野外児童福祉センター 富山県 西砺波郡

鍋 谷 正 俊 愛宕山こどもの国 山梨県 甲府市

小 谷 昭 年 鳥取砂丘こどもの国 鳥取県 鳥取市

又 吉 賢 光 沖縄こどもの国 沖縄県 沖縄市

児童館班

2班班長 木 村 美喜子 本荘中央児童館 秋田県 本荘市

木 村 笑 子 宮館児童館 青森県 弘前市

奥 山 喜代子 小田島児童館 山形県 東根市

高 林 正 子 こどもの家 茨城県 東茨城郡

金 箱 文 子 日詰児童館 長野県 長野市

島 田 好 国 尾道吉和伝導所付属チャーチスクール 広島県 尾道市

3班班長 三 村 章 子 児童会館五色台山の家 香川県 高松市

森 岡 公 子 蓮昌寺児童館 岡山県 岡山市

山 本 澄 子 藤木児童館 福岡県 北九州市

中牟田 泰 暢 市内中央児童会館 福岡県 福岡市

福 井 静 子 大和町松梅児童館 佐賀県 佐賀郡

諏 訪 順 子 城南児童館 鹿児島県 鹿児島市

総　　括 迫 田 勝 彦 資生堂社会福祉事業財団
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昭和53年

　6月1日　　全国都道府県庁へ推薦依頼

　7月10日　　団員選考委員会

　8月31日　　結団式・オ1）エンテイション

　9月1日　　壮行会・成田発

　9月2日～9月15日　ヨーロッパ研修

　9月16日　　成田着・解団式

“e°

イギリス

　　ロンドン
　　　◎
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訪問施設名　一覧

DENMARK　（Copenhagen．）
　　　T工VOLI

　　　AKT工VLEGEPLADSEN　T工NBJERG
　　　FRIT工DS　CENTER　T工NBJERG

　　　FR工T工DSKLUBBEN　V工RKEFELTET
　　　HQJKA…R　FRIT工DSCENI［ER

SWEDEN　（Stoc㎞olm．）

　　　LEKM工LJORADET
　　　spXNGA　LEKPLADS（Spa・ga）

　　　AKALLA　LEKPLADS　（　　r‘　　）

　　　JOHANNES　FR工T工DSHE工M

　　　DAGHEMMET

SW工TZERLAND　（Zttrich　．）

　　　FRE工ZE工TANLAGE　HEURIED

　　　FREIZEITANLAGE　BACHWIESEN
　　　FRE工ZE工TANLAGE　R工ESBACH

　　　FRE工ZEITANLAGE　WIPKINGEN

AUSTRIA　（Vienna．）

　　　STADT　DES　KINDES

　　　SONDERKINDER　TAGESHEIM　AUER－WEISBACH
　　　SPAREFROH　SP工ELPLATZ　DONAU　PARK
　　　JUGENDZENTRUI・t　DER　STADT　W工EN

HANGARY　（Budapest．）
　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　A’LLA）t【工　NAPKOZIS

ク

OVODA　DlSZ TER工

THE　NETHERLAND　（Den　Haag．）
MADURODAM

　　　　　　　　　　（Utrecht．）

BOUWSPEELTU工N　WATERTOREN
BOUWSPEELTUIN　HOOGRAVEIN－ZU工D
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西欧の児童健全育成活動に学ぷもの

　　　　　　たかぎよしたろう
研修団講師　高　城　義太郎

（玉川大学教授）

　研修計画に当って

　今回の研修団は、福祉の分野では未だ海外情報が不足している「児童の健全育成に関

する民間施設活動」という新しい課題を研修テーマとしたため、研修計画においては、

第1に研修地の選定に特に留意した。研修計画策定委員会においては、その面で先駆的

であるとされているスウェーデン、デンマーク、スイス、オーストリア、オランダ等の

西欧諸国を選び、さらに各国において特異性があり、しかも機能的にすぐれている施設

を探すことにっとめたわけである。しかし、施設の多くは、福祉と教育の総合的機能を

有しており、従ってわが国の児童館、こどもの国と即応的に対比して考察する方法をと

ることは難かしく、考察法においては、各国の歴史的、社会的背景との関連の下に施設

活動の評価を行う方法を主として採用することにしたものである。

　第2に、研修内容においては施設設備の環境構成（ハードな面）についての解析とと

もに施設の活動プログラム、プレイリーダーの指導技術、ボランティア機能等ソフトな

面においても開拓的な要素を探究することに心掛けた。特にソフトな面では得るところ

が多くあったと思う。

　第3に、研修の方法の特色であるが、それは集団的思考法を多くとりいれたことであ

る。

　即ち施設調査前、後において各班別討議を十分に行うことにより問題についての主観

的解釈を極力排除するとともに多面的な見方を通しての共通理解の獲得にっとめるよう

助言したが、それにより貴重な研修体験が得られたものと考える。

　以下、今回の研修において特に参考となった事項にっいて述べてみたい。

　戸外遊びの環境にっいての考え方

　児童にとって遊びは目的であり、生活そのものであるといえる。特に戸外遊びは、太

陽と外気と緑にふれながらグループでの力動的な遊びが展開される可能性がたかく、児

童の身体的、社会的発達において極めて高価値のものである。ところがわが国では、近

年、都市化の進行、都市のスプロール現象、交通量の増大、在地開発、農村事情の変ぼ

う等により、戸外遊びにとって適当な自然のオープン・スペースが著しく不足となり、

そのため戸外遊びが制限され、一方、テレビ、室内ゲームの普及も加わって屋内型の静

的かっ個人的な遊びの比重が多くなっていることが各種の調査で指摘されている。この

点については、西欧の一部の大都市においても同様の傾向がみられるという所が、戸外

遊びを奨励するために環境計画を如何に指導するかということは、今日の児童福祉にお

ける国際的にも重要なテーマといえる。
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　このテーマに関連して、今回の訪問国は戸外遊びの環境計画にっいて各々開拓的な面

を有していたため参考となる点が多くあったようである。

　その第1は、遊びの環境にっいての価値感に基づく啓発活動がすぐれていることであ
る。

　スウェーデンでは、政府が児童の個人的かっ社会的発達をはかるよう本質的に必要な

条件として、社会はよりよい遊び場を児童に提供する責任があるという認識にたって、

1971年に「スウェーデン児童遊戯協議会」（Swedish　Council　for　Childrens　Play）を

設立し、そこで児童の遊びの環境を構成するための直接的な指導、助言を行っている。

当協議会は、国会、社会的諸分野の権威者、学校、保育所、不動産賃借者の組合等の代

表で構成されており、政府の厚生部局の管轄下にあるが、財政的には独立している世界

的にも稀少な独特の性格をもっ団体である。そこでの啓発活動では、良い遊びの素材が

考案、製作、販売されているか、良い遊びの施設が児童に提供されているか、常に安全

性が考慮されているか、遊びの重要性について広く伝達されているか、遊び場や遊びの

素材を改善するための調査研究が奨励されているか等という点に着目し、それにっいて

親、教師、地方公共団体の職員、病院のスタッフ、建築家、遊具の製作者、販売者等に

対し必要な指導を行っている。

　私共は、その事務局において啓発用に作製されたスライド、ポスター、パンフレット

等をみせていただいたが、その構成のアイデア、説得力にとむ表現技術に感心するとと

もに遊びの環境にっいての国内・外の情報を収集、整理したデータ・バンクの設置をみ

て、遊びを重視する姿勢に敬服した。

　スウェーデンでは、都市化の進行とともに大半の児童はコンクリートの荒野の中で生

活しており、かっての家畜、木登りのできる立ち木、花だん、野菜畑があるような田園

風の生活が失われつつあるという。そして、それが青少年非行が増加する一っの要因と

もなっていると考え、都市の遊びの環境の中に少しでも自然と田園的な要素をとりもど

し、冒険的でダイナミックな活動を経験させ、児童の想像力や物をっくりだす生産的な

喜びを得させようとっとめている。このように建設的な方向へのエネルギーの消費は、

やがて非行抑止力としても作用するという認識に立っており、遊びの環境を構成するた

めに投資することは、社会的に採算のあうことであるという考え方が今や一般化されっ

っあるようである。都市化の激しいわが国においても児童の健全育成のために遊びの環

境が如何に高価値であるかを改めて見直す必要が痛感されるし、それには、公私の関係

機関、団体による有効な啓発活動を推進することが重要であると思われる。

　第2は、遊びの環境にっいての概念の発展である。従来、わが国では、遊びの環境＝

遊び場＝児童遊園、児童公園とする形式的な発想が支配的であったが、スウェーデンで

は、今日、遊び場という言葉の代わりに、遊びのための環境という言葉が多く用いられ

ているという。それは、遊び場という言葉から出る従来からの固定的、静的かっ画一的

なイメージから脱皮して、もっと力動的で創造的な経験ができる環境をっくろうとする
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理念の具現とも読みとられる。

　また、デンマークにおいても都市計画の中で児童が安全で安心して遊ぶことのできる

場所を整備するためには、遊び場という一拠点の整備というよりは、地域的な拡がりを

もった遊びの空間（Play　Area）を全体として整えるという考え方が普及しているよう

である。さらにロンドンでは、都市の遊びの環境づくりとして、戸外のスペースと歩行

者路をネットワークし、1つのプレイ・アクティビティの空間としてまとめたプロジェ

クトもあり、西欧では、遊び場にっいての計画が児童遊園に限定された拠点整備志向か

ら超えて、遊びが展開される可能性のあるコミュニティ空間を全体的に把握し、それら

のスペースを有機的に関連させ、相乗的に環境機能を発揮させようとする構想が前進し

ているようである。今後、わが国の遊びの環境福祉計画の上にもその理念の導入を図る

必要があると考える。

　アドベンチャァ・プレイグランド（Adventure　PlaygroundS）

　わが国でも近年、Adventure　PlaygronndS（以下APと略す）が、冒険遊び場あるいは

体験児童公園という訳語でその内容が数多く紹介され、関係者間で注目されている。そ

れは、造園家ソーレンセン（C．Thsorensen）教授らの構想によって、1943年にコペン

ハーゲン郊外のエンドラップ（Emdrup）の住宅地に開設されたのが最初であるといわれ

ているが、その後、イギリスを経由し、スカンジナビア諸国さらにはアメリカへも普及

し、地域住民の遊び場にっいての価値観の相違等による普及上の障害がある場合もあっ

たが、今や広く世界的に普及しっっある。

　研修団は、デンマークを初めスウェーデン、オランダにおいて、その現状を調査する

ことができた。APの理念は、今日、都市において失われっっある遊びの本質的な要素

を実際に試みさせようとするもので、伝統的な固定遊具施設中心の遊び場が、遊具など

による一方向だけの活動に限定されるのに対し、そこでは興奮的で、歓喜にみちた多様

写真1．建物づくり（コペンハーゲンのアドペンチュアプレイグランド）
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な創造的体験が可能であるといわれている。

　写真］のようにプレイ・リーダーとともに家を建てる馬、牛、山羊の飼育、たき火、

ロープ渡り、野外料理、穴掘り、泥んこ遊び等ができ、アスファルト舗装の遊び場では

得られない仲間の遊戯集団がもっ自由で活気ある自然下の活動ができるもので、現在の

都市児童に欠落しっっある経験が得られるものとして社会的評価がたかいものといえる

　聞くところでは、APは特に8～14才の少年に人気があるというが、その運営面では

いくっかの問題を抱えているようである。それは、第1に、すぐれたプレイ・リーダー

の確保、第2に、地域社会の理解を得、さらにその関心を継続させること、第3に、悪

天候の日や日没後、屋内活動にも利用できるプレイ・ハット（遊戯小屋）を用意するこ

と、第4に周囲の環境との修景上の調整をはかること等である。わが国でも、こどもの

国等でAPの開拓的試行がみられるが、今後はAPが抱える上記の問題にっいて現地的

に克服しっっ、その教育的利点を段階的に遊び場づくりの中に導入することが望まれて

いる。

　コミュニティにおける自由時間の活動センター

　西欧においては、児童の人格形成にとって自由時間のもつ意味が大きくうけとめられ

ている。わが国のように進学競争に伴う塾通い等による拘束時間がないため、自由時間

にはコミュニティにおいて、のびのびと文字通り自由に創造的な活動ができるわけであ

る。しかし、反面そのエネルギーがマイナスの方向に向かう危険性もある。例えば、ス

ゥェーデンでは、豊かで整った福祉社会の中で全く自由であるために、ディスコやゲー

ムセンターに入り浸る者、麻薬、アルコールを求める者もあるという。従って、西欧で

は児童に健全な余暇活動を過ごさせるために自由時間の活動拠点となるコミュニティ・

センターの形成に格別の力を注いでいるとも解される。

　ところで自由時間のセンターとしては、スウェーデンはFree－Tirne　Center、デンマ

ー クにはLeisure－Time　H㎝e、スイスにはFreizeit　anlageがある。スウェーデン、

デンマークのセンターは、主としていわゆるかぎっ子（小学校低学年）の放課後の生活

の拠点として機能しているのに対し、スイスのセンターは、児童から青年、成人、老人

と多世代にわたって同時に利用できるようになっており、コミュニティ・ライフにおけ

る総合的なセンターとして機能している。

　私共は、前者即ち学童かぎっ子中心志向タイプのセンターとして、ストックホルムで

ヨハネス（Johannes）センターを訪問した。それは、わが国において、登録方式により

学童かぎっ子等の日々継続的な指導を行うタイプの児童館と類似の施設であり、ストッ

クホルム市中に同様の施設が230カ所あるとのことである。従って、その普及率は人口

約6．000人に1カ所という高率である。　（わが国の場合、児童館の普及率は、人口約4

万7千人対1カ所である）このタイプのセンターにっいては、既に多くの紹介があるの

でここでは詳述はさけるが、運営面において、次の特徴を見出すことができる。

　第1は、児童養育をめぐって、センター、家庭、学校間で緊密な連携がはかられてい
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ることである。とかく、かぎっ子の場合は、センター依存型の養育姿勢が親にみられ易

いというが、親の会を開いたり、個別相談を行ったりして、その打破につとめている。

また、センター職員は、児童がいない午前中、学校に出かけて休憩時間に児童と接触し

たり、PTAの会合に出席して学校の教師と連絡をとっているとのことである。センタ

ーには、移民家庭やアルコール中毒の親の子ども等福祉的援助を要する児童が多くおり

この連携システムは不可欠のものと思われる。

　第2は、プログラム構成における児童のニーズのくみとり方への配慮である。プログ

ラムづくりが児童のニーズに応じて行れるのは当然のことであるが、変化をもたせよう

と配慮した結果、逆に一っの活動に対する持続性や集中力をそう先させたりすることが

ある。

　写真2の織物遊び（即仕事といった感）は、3週間も続けてやる児童もいるというが

その持続性を動機づけたり、激励したりするリーダーの指導技術がすぐれている。指導

者には、とかく児童の要求の動きをみて、そのまま充足させようとすることがあるが、

それだけでは興味の持続性、遊びの深化発展を援助することにならず、児童の個々のニ

ー ズを基本的には満たしながらも、それを教育的視点から調整し、プログラム化をはか

ることにっいても学ぶ必要があると思う。また同時にグループ・プレイの中に個別的な

＝一ズを吸収する技法についても研究したいものである。

写真2．織物遊び（ストックホルムのフリータイム・センター）

　次に、スイスのFreizeitanlage（以下FZAと略す）は、最近、新しいタイプのコミュ

ニティ・センターとして着目されている施設である。私共は、全国組織をもつ福祉財団

プロ・ユーベントゥート（Pro－Juventute）の援助｛こよって設立されたチューリッヒ市中
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の4カ所のFZAを訪問した。各施設はその地域独特のニーズや敷地の特性に見合って機

能が発揮されているが、以下各施設に共通した特筆すべき点をあげてみる。

　第1は、FZAの建設過程における地域住民の積極的な参加である。例えば建設時に、

Pro　Juventuteと地域住民が有意義な自由時間をすごすためのセンターの役割にっいて

十分な討議もあって、センターの設備、運営のありかたについて住民多数のコンセンサ

スを得た上で、建設が進められている。そこでの効果はFZAのプログラムの運用乃至は

設備の補修等についての地域住民の協力度がたかく、施設に対する愛着のたかまりにも

それを見ることができる。

　第2は、FZAが児童から老人までの全世代層を対象として機能するために、設備運営

面において種々工夫をこらしていることである。例えばミーティング・ルームの設置で

あるが、地域の人々の出会い、ふれあいの場としてそれを重視しており、お茶をのみな

がら語りあえる場を設け、気軽にレコードを聞いたり世代間交流を強めようとする配慮

がみられる。また、多世代志向型の施設においては、逆に各世代特有のニーズに即した

活動機能が弱小化しやすい面をもっといわれるが、それを克服するために、プログラム

面での配慮が行き届いている。例えば青年については、音楽、卓球が楽しめる山小屋風

の専用の部屋を設けたり、ユース・グループ活動ができる夜の時間帯を設けたりしてい

る。それらは、超世代的な交流とともに若者のニーズに合った仲間のグループ活動を発

展させようとする構想であり、同種の施設計画では不可欠の要素であると考える。この

点は、わが国においても地域の福祉センター等類似施設計画の際ic大いic参考とすべき

ことである。

　戸外遊びのための遊具等

　戸外遊びの動機づけ、あるいはその発展にとって、遊具や装置は大きな役割をもって

おり、特に年少児程その影響力は大きいといえる。また遊具は、遊び場の質を規定する

重要な要素ともなるもので、最近、遊具の価値にっいての再認識が関係者の間でたかま

っている。ここでは上述のAPのための装置類は除き人工的な遊具を中心として、わが

国のものと比較しながら西欧事情を考えることにする。

　私は、かって児童からの意見調査及び8　anva影機icよる行動記録等から遊具にっいて

の身体的、心理的ニーズを解析したことがあるが、その結果では、征服、スリル感、協

調、競争、想像、模倣、変化、好奇心、休息、運動感覚を要素として抽出することがで

きた。これらのニーズは、西欧の児童にも共通するのでその視点から展望してみたい。

　まず、ウィーンのドナウパーク（Donau　Park）にある遊具をみる。

　写真3のように芝生の山と広場をべ一スとするスペース・デザインであるが、変化に

とみ多様な運動遊びを誘発するランド・スケープの技法である。また、遊具ではトリム

型のたるまわし、それは平衡感覚や協応性を育てるのに役立っものであり、シンプルな

がら高機能性のある回転遊具。さらには幾何学的に整形化された水路では、水流と浮上

利用の水遊びを楽しむことができる。写真4は、一見不可解にみえる遊具であるが、い
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かにも機械化の時代に相応しく、科学的、人工的な装置をこらしたものである。これは

上段からビー玉状のものをころがし、連絡管の障害をのりこして通過させようとするも

ので、好奇心、競争、想像のニーズに応える遊具であるといえる。

写真3．芝生の山、トリム遊具、水路等（ドナウパーク）

写真4　玉ころがしの機械遊び装置（ドナウパーク）

　ストックホルムでは、プレイグランドの中に設置されている幼児のためのプレイ・ペ

ン（Play　Pen）をみた。それは1～4才児を対象としており、利用料は無料で、利用の

都度、氏名、住所等を記録し、ペンの規則に従って遊ぶことができるものである。ペン

にはプレイ・リーダーがいて、午前中遊びの指導が行われているが、その遊具も豊富で

砂場（ポリバケツやプレイ・テーブルがある）ぶらんこ、すべり台、くぐりぬけ等の遊
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具のほか、写真5のような木製の複合機能遊具も設置されている。

写真5．木製複合機械遊具（ストックホルムのプレイ・ペン）

　そこは安全上の配慮から地面には砂が敷かれており、ネット・クライム、ジム、ラダ

ー、すべり台、プレイ・ハウス等の遊具機能が有機的に総合化されており、幼児が登る

わたる、ぶらさがる、すべる等の連続的な運動遊びを楽しむことができるわけである。

スウェーデンは、国土の55％が森林であり、木材が豊富なこともあって、遊具も木製の

ものが大半をしめている。それは材質的に柔らかいこともあって、スチール製のものよ

り児童に親しみやすいという長所をもっている。わが国の場合、材質にっいての耐久性

が重視されることから遊具の主流は、未だスチール、コンクリート製のものであるが、

今後、AP、トリム、クリエイティブ・プレイの普及とともに木製遊具の普及が促進さ

れるものと思われるが、その場合、耐久度を増大させる防腐処理、金具と木部との接合

部の腐触防止、高重力に対する安定構造の確保等研究課題も多いようである。

　次に、チューリッヒのホイリード（Heuried）FZAの園庭における遊びの装置コーナ

ー ICついてみる。それは、写真6のように模倣、構成、想像遊びに好適であり、休息の

スペースも用意されている。年少児の好奇心をそそるようにカラフルで、立体的な装置

であり、親の監視の下で安全に遊べる点も評価されている。このような園庭の効果的な

コーナー・セッティングは、わが国の施設の園庭計画においても参考とするべきと考え
る。
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写真6，幼児の遊びの装置コーナー（チ；一リッヒのフリータイムセンター）

　おわりに

　以上、西欧の児童健全育成活動にっいて、その活動の中心となっている遊びの環境づ

くり、自由時間を創造する施設活動、児童期の人間開発に有効なアドベンチュア・プレ

イグランド等遊びの環境乃至は遊びの内容を主として、先駆的なアロジェクトを事例的

に紹介しながら、わが国において参考とすべきポイントにっいて述べてきた。

　上述したように西欧では、児童の健全育成において、彼等の自由時間の生活の大半を

しめる遊びの価値を重視し、健全で豊かな遊びを児童に与えることを健全育成対策の中

核としている。遊びは、児童にとって最も楽しみであり、自由で自発的で、満足を伴う

活動であるし、発達段階に即応した自然の活動であるともいえよう。そして児童は、遊

びの中で人間として成熟するために必要な諸能力を体得するものであり、将来の人間形

成において遊びの役割は極めて大きいものである。わが国では、近年、ともすると進学

競争等の影響により、遊びの生活を軽視する風潮が一部に見られるが、西欧の現状をみ

るとき不安感を覚えてならない。

　今後、わが国が国際化時代に相応しい福祉社会を建設して行くためには、現在の児童

にっいて、未来に向かう無限の可能性が十分ic発揮されるように各ライフ・ステージに

応じて社会的に援助することが必要である。特に児童期については、バイタリティのあ

る高健康度の保持をめざすポジティブ・ヘルス（Positive　Health）の形成、創造性の開

発、人間愛を基調とし、社会連帯と社会奉仕を実践する福祉マインドの啓発等が、その

要点であると考えるが、その場合、コミュニティにおける児童の集団的な遊びの生活体

験が、これらの人間開発をはかるうえで、如何に有効であるかを改めて考え直したいも

のである。
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ヨーロッパのこどもの遊び場とプレイリーダー

こどもの国班

　マスコミの氾濫、特にテレビの普及は子供達を家に閉じ込あ、運動不足にし、心身の

不健康をきたしている。他方、受験戦争も子供達を学習塾や机に縛りっけ、心身のバラ

ンスのとれた発達成長を妨げている。また都市化現象による遊び場の喪失、冷暖房等に

よる適応能力の減少はこのことに拍車をかけている。家庭の核家族化や共働きによって

生じた鍵っ子、兄弟数も少なく心の触れあいの少ない子、そして覚醒剤や麻薬中毒、ア

ルコール中毒、喫煙児、性非行などの保護や指導を要するようになった子供達……児童

の健全育成のために、私達は何を考え、何を為さなければならないか。ヨーロッパで学

んだ多くの事の中から2つをとりあげることにする。

　あそびの場

　ヨーロッパではどの国においても、デンマークで発祥した冒険遊び場といわれるもの

が普及している。学校は土曜、日曜が休みであり、しかも宿題が全くなく、帰る時間も

早い子供達は、放課後豊かな自由時間を持っことができる。この時間を生かして用いる

ためにさまざまの遊び場や施設が用意されている。

　各地域社会は子供達が主体的積極的に参加し、友達と出合い、協力し、工夫し、創造

の喜びや完成の満足を味わうために配慮し努力している。そこでは誰もが、移民の子も

身障者も差別されることなく参加し、利用することができる。共同住宅に住む人が多い

ので各家庭には庭がないし、自然に接する機会が少ないので、昔の農家で味わった素朴

な暮しを忘れないためにも、原始的な生活から近代的な生活までを同時に味わうことが

できるようにされている。

　1．アドベンチャープレイグランド

　美しい住宅街の一角に一区画を設け、インディアンのテントや櫓、ケーブルカーの車

体、丸太のっり橋やジムなどを置き、自由に廃材を利用して自分達の小舎をっくること

のできる冒険遊び場である。交通事故の心配のない緑と土に恵まれた遊び場、地域住民

の協力を得て、時には6キロメートルのロープを編んでもらってハソモック、っり橋、

見張塔、つな渡り、ブランコなどとすばらしいロープの遊び場をっくった施設もあった

これらはまさしく我々の施設、We　feeUngによる施設といってよいであろう。ここでは

またキャンプファイヤーや野外炊事などもできるように施設がなされている。

　ここでは、遊びを通して外気に触れ、日光にあたり、健康が増進され、諸能力が伸ば

されるだけではなく、年令の異なる縦の関係の交わりを得たり、安全の指導も得ること

ができる。危険な行動が見られる時にはどこからかリーダーが出てきて注意する。万一

ケガをした場合でも社会保障制度によって治療費は無料であり、責任は家庭がしっかり
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遊べるようにしつけていなかったからということになる。

　2．廃物利用の子供の小舎づくり

　ここで使用される廃材は、工場、建築現場、舞台などに使用されて不要になった材木

や空箱などである。家づくりは各々兄弟や友人と3～4人のグループになって、頭脳や

身体をフルに使って、広い敷地に思い思いの家を造って遊ぶ。大きな柱や難しい所はリ

ー ダーや親に協力してもらうこともある。平家もあれば2階家もあるし、ペンキを塗っ

た家もある。完成後は子供達のアジトとなり、多様な遊びに使用される。廃材利用の小

舎づくりの利点は、

　。惜しみなく使える。

　。古い物を活用する心が育つ。

　。木の自然の感触や性質、加工しやすく形になりやすいことを知る。

　。計画し、工夫する力がっく。

　。プロセスを大事にすべきことを学ぶ。

　。創造性が育っ。

　。協調性を養うことができる。

　。社会性、年令差を越えた交わりができる，、

　。最後までやりぬくことを学ぶ。

　。技術を習得でき、向上心が育つ。

　。完成の満足感が得られる。

　。仕上り後、遊び場となる。

　。パーティーなどの会合の場となる。

　日本では廃材などはきたない、あぶない、管理が大変だなどと言われるものであるが

ヨーロッパではよく利用され、工夫されている。見た目に不細工であっても、結果の出

来上りがさほどよくなくても、努力の過程で得られるものは非常に多く、これを大切に

している。決して画一化させないこと、そして自分の仕事に自信を持ち責任を持ってや

りぬくように励まされることがすばらしい。

　3．作業場

　木工、焼物、織物、溶接から鋳造まで、大規模なものであり、少年から青年までが利

用できる。ここでは楽しく大きなものから小さなものまでっくることができるし、それ

を使用して遊ぶことができる。又、どこの施設でもメンバーのニーズが受入れられるこ

とが前提になっている。大きな製作物としては、ヨットのエンジンづくりやゴーカート

づくりもできる所がある。リーダーの注意の下に、インリーダーに助けられつつ、いろ

いろのものを作り上げる。これらを製作することによって、次のようなことが育成され

る。

　。創造性、想像性を養う。

　。特殊技術を習得できる。
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　。仕上りの満足感を味わえる。

　。製作したものを使って遊べる。

　4、動物飼育

　馬、牛、ろば、羊、山羊、にわとり、くじゃく、あひる、がちょう、うさぎ、モルモ

ット、ハムスターなどの動物が小舎や囲いの中で飼育されている。動物の世話は、すべ

て希望した子供達が係となり、リーダーの指導の下に責任を持って世話をしている。中

には獣医学科と連携をとっている施設もある。動物飼育による健全育成としての利点は

次のような点を考えることができる。

　。動物と一緒に遊べる。乗馬もできる。

　。愛情のかけ方を学ぶ。

　。餌や掃除を欠かすことができないという責任感や義務感を養う。

　。自然の厳しさを知る。

　。動物を通して、生死を見っめる。

　。観察力、注意力を養い、生態を知る。

　。成長の変化を楽しむ。

　。動物に対する恐怖心を取り除き、正しい扱いを知る。

　。卵、毛、乳などの生産物を利用できる。

　リーダーは子供達以上に動物を愛し、子供達の目に触れないところで動物の世話を欠

かさないことが要求される。

　5．集会室
　卓球、ビリヤードなどを置いた遊戯室の他、テーブルや椅子などを置いた集会室があ

る。その中にはセルフサービスの売店、カウンター、台所の設備、ステレオなどが設備

されており、リラックスして談話ができるようになっている。

　。仲間づくりや実施計画にっいて話し合う、雰囲気づくりの場であって会議室ではな

　　い。

　。友との出合いの場である。

　。各年代層間の交わりの場である。

　。核家族化した人々の家庭的団秦の場である。

　。鍵っ子の遊び場である。

　。公共心を養う場である。

　プレイリーダー

　「プレィリーダーは単なる技術屋ではなく、常に人間味豊かな人間らしい人間である

ことが望まれる。」これはスイスのプロユーベンチュートのカスパリス博士の言葉である

ここでは、ヨーロッパのプレイリーダーがどのような働き方をしているのかを記してみ

よう。

　まず外観として、大部分のリーダーがジーンズにシャツ姿だったということに驚いた
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子供達のラフな服装に合わせて共に活動できるため、違和感をなくし同じ位置tζ立って

の指導を試みようとする心構えのあらわれであると思われた。最も活動的な普段着のジ

ー ンズからプレイリーダーの在り方を学んだような気がした。

　彼らの職業意識は型にはまったものではなく、自然にその環境にうちとける雰囲気と

独特の味わいを持っているように思えた。それはまずリーダーがリーダーである前に一

人の人間であり、人間としての触れあいを重視することから来るのではなかろうか。こ

れらのリーダー達は子供達よりも数歩先を歩んでいながら、子供達のすぐ後にいて彼ら

を支えながら共に歩んでいる。リーダーは自分を前に出さないで子供達の自発性を重ん

じ、そこから芽生えたアイディアを生かすように間接的な指導をする。子供達が話し合

い語り合いして出した一っの方向を、影の力になって助け、子供達の意志を遂行させよ

うと努める。

　このリーダーを助け、自分も学びながら初心者である子供達の先輩となるのがインリ

ー ダーである。この子供の中のリーダーが先輩となって、自分達が実行して得た経験を

伝承し、初めての子供達を助けることになる。そのインリーダーの活動を見ることによ

り、自らも自然に方向づけられ、後輩に伝承していくことになる。核家族化し、兄弟数

が減少している現代社会の中にあっては、このような年上の子との連携は頼もしさやい

たわりを学ぶ大切な場となるであろう。

　子供達のニーズを重んじ、子供達の自発性や計画性に任せ、メンバー主導型で活動す

ることは、リーダー主導の画一化パターンよりはるかに難しいことではあるが、子供の

自己形成のためには、最も必要な事の一っである。子供達が自ら考え、建設的な意見を

出し、発展させ、充実させていけるように、各リーダー、地域社会、国の行政は連携を

とりながら、人的物的諸環境を整えなければならない。

　なお、プレイリーダーの養成は国によって異なるが、基礎教育の上に2年か3年の専

門コースの学習をした上で実習を課するか、大学で心理学を学ぶかとなっている。但し

先に記したように学歴偏重主義ではなく、巾広い人間性と実力が重んじられている。

　おわりに

　日本とヨーロッパでは風土、国民性、歴史あるいは錯綜した近代の諸価値観に基づく

教育の特殊性のちがいはあっても、いずれの国においても人間形成の目標は、子供一人

一人の人格の尊厳を認めながら偏りのない調和のとれた全人としての人間を育てあげる

ことが第一と思われる。この目標達成のために、ヨーロッパの遊び場とプレイリーダー

の在り方は非常1ζ大きな役割を果たしているように思われた。（島田好国）
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ヨーロッパのこどもの遊び場と児童施設

児童館班　2班

　ヨーロッパのこどもの遊び場は現在、冒険遊び場が主流である。

　デンマーク、スウェーデン、スイス、オランダともに遊び場のパターンがほぼ同じで

ある。ことにデンマークは冒険遊び場の発祥の地であるだけに、どの遊び場も全く同形

式の遊び場となっている。

　新しい遊び場の必須条件といえるものには、大別して三つあることがわかる。

　1，手づくり遊具を主とした冒険遊び場

　2．家づくりを主とした建築、組立遊び場

　3．小動物を主とした動物飼育

上記の三条件がどの遊び場にも殆んど共通していて、自然の要素を取り入れた近代遊び

場新三種の神器の感を受けた。

　この新しい冒険遊び場の発祥はデンマークで、スウェーデン初め各国からの視察が多

いという。しかし、すでに本家以上に他もそれぞれに発展をみ、地域のコミュニティー

センターとしての役割などは、スイス、オーストリア、スウェーデンなどが盛んになっ

ている。

　しかし、遊び場の形式があまりにもはんで押したように同じなので、こども達が本当

にそれらを望んでいるのか、ひょっとしたら行政側のおしつけがあるのではないかと疑

いをもったほどである。それに対する各施設側の解答は、こども達から、あるいは住民

の希望をいれているということであった。

　スゥェーデン遊び場審議会の調査の結果においても、既製の遊具（おもちゃ）がっま

らない、もっと移動できる自由自在な遊具が欲しいという意見がこども達自身からでた

ことから、デンマークと同じように組立遊具→建築遊びとしてまとまったものと思える

　既製の遊具がっまらないということは、遊び方が限定されているものが多いからであ

ろう。そのため、チューリッヒに本部のあるスイスのプロユベンチュート財団のっくる

遊び場のように、学校の先生、遊びに来るこども自身にどういう遊び場にしたいか計画

立案に参加させ、青写真を作らせたところもある。そして建設段階においても、地元住

民とともにロープを編みあげて遊具を作っていったのである。

　スウェーデンの新興住宅地にある遊び場「アカラ」でも住民の希望をきき、それに添

うようにしているという。またアカラでは市の予算であるにもかかわらず、予算枠内な

ら執行は自由であり、市はあまり干渉しないということであった。

　手作り遊具について

　ロープの遊具が目立ったが、日本の遊び場ではロープ遊具は耐久性の問題等の維持管

一 27一



理に難ありとして多くは採用されないのであるが、スイスの遊び場などでは危険箇所を

発見した場合、その場で直す、その場ですぐ直せないものについては緊急の措置をとる

ということで、管理のずさんさ1ζちょっとびっくりした。

　ロープ遊具は実際のってみると様々の形に変化する面白さがあるし、こども達の好き

なターザンごっこやサーカスごっこの妙味も味わえるので、日本で主流のスチール遊具

よりも自然的な感じがするし、暖かみも覚える。

　建築遊びについて

　建築遊びに関しても、こども達の必要とする材木その他の材料費を特に予算を多く取

っているわけでもなく、市民や工場が自発的に協力してくれて、不要になった移送用の

木箱やその他の木材を年間を通して提供してくれているのであった。板に刻印してある

文字などを読むと外国からの輸入貨物の木箱等が多かった。

　オランダの遊び場ではBOWSPEELTUIN＝建築資材倉などというそのものズバリの

名前の遊び場もあった。

　こどもたちの手っきはあまり器用ではなく、釘が曲がっていても打ちこんで完成させ

ようという意欲は旺盛であった。女の子が建築遊びに多く参加していたのが特徴的であ

ったし、また、小さな子どもたちの建築に対しては、父母などが日曜日や仕事の休みを

利用して一緒に大工遊びに加わるのである。二階建の家屋の高い所で父親が張り切って

いる光景も見られた。大人を戸外に、こどもの遊び場に連れ出すという市の計画はこの

点大いに成功しているようであった，

　動物飼育にっいて

　小動物を飼育していない遊び場はないと言っても過言ではない。これは生きた動物を

飼育するという点で日本の遊び場とは大きく違う点である。

　日本では学校などで小規模にうさぎなどを飼育させているところはあるが、遊び場で

こどもに動物飼育をさせているところはまずないであろう。

　スエーデンのアカラの職員は動物飼育にっいて’こども達が喜ぶから’と答え、また

他の国では情操的にこどもにはそれが必要といっていたが、自然の姿や自然の摂理をこ

どもたちに指導することは、子どもの人生にとって欠くことのできない重要なものを指

導しているといえよう。

　デンマーク、スウェーデンでは小動物の他にポニーをおいている遊び場が多く、この

ポニーの世話は圧倒的に女の子が多かった。デンマークのティンベール遊び場で見た裸

馬にまたがり、楽しそうにギャロップさせている女の子、全力疾走させている女の子の

乗馬練習の姿をながめて、ヨーロッパの女の子達は勇敢であり、動物を愛護する姿をみ

ることができた。

　この動物たちを飼育させるもう一っの大きな意義を述べるならば、’生命あるものを

大切にする’という根本思想に触れずにはいられない。こども達は動物の世話を通して

人間が生きていくための厳しい現実を知らされるのである。可愛がり、世話をしていた
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にわとりやうさぎをある晩、家族がうえをしのぐために殺して食さなければならなくな

った時、そのために動物の殺し方さえ覚えねばならなかったヨーロッパの歴史。これは

現在の文明社会が忽然と崩壊し、野生の社会に、あるいは物資のない社会になうたとし

ても、哺乳動物の一っとして最低生きていける技術と勇気を持たねばならないとする考

え方が欧州の人々の根源にある。命は自らが守らねばならぬ。このためティンベールフ

リータイムセンターでは「原始から近代まで」をモットーに週末には太古の遺跡のある

場所で原始時代の道具を用いて生活してみるという。また何かの祝の集いには遊び場で

飼っていたにわとりが丸焼きされるのである。過去を知ることにより、これからの人間

生活の方向までを深く洞察させるということばが非常に強く私の胸を打っものがあった

　問題点

　ヨーロッパの青少年問題が全てにうまくいっているのかというと決してそうではなく

やはり幾っかの悩みを抱えているわけである。

　例えば、スウェーデン、オランダなどの街角で少年たちがあちらこちらで喫煙してい

る姿であった。ハイティーンばかりではない、あきらかにローティーンとわかる少年も

いた。これらの国の法律がどのようになっているかは知らないが、大人がその姿をみて

注意をしている光景を一度もみることがなかった。

　また、10才から12才程度の少年が片耳の耳たぶに穴をあけてイヤリングをっけている

のも遊び場で何回か見かけた。これは国民性の習慣の違いもあるかも知れないのでいち

がいに批判はできないが、普通の成人男子ではそういう人には出合わなかったからあま

り一般的なこととは思えない。日本でもタレントの真似をしてそのようなことをしてい

る男子もいるが、大部分は高校生以上の年令である。こどもの世界の流行というものが

近年非常にエスカレートしてきているようである。他人に迷惑をかけなければ何をやっ

てもよい、そんなに口うるさく注意しないという姿勢があるのだろうか。しかしこのよ

うに自由を与えすぎられたこどもはかえって不幸ではないだろうか。このような放任的

な環境にある土壌では少年たちの麻薬汚染が多いということもうなずけるし、こどもの

自殺率も高いということもうなづけるような気がした。

　勇敢で健全な人間をつくることのために整えられた環境が必ずしも意図どうりの方向

に進まず、時として反作用をおこしている現実がある。そのため私は健全ムード100％

の冒険遊び場とは別にウィーン21区のユーゲントツェントラムのように、青少年の爆発

的なエネルギーを発散させるために青少年センターの中ICディスコまでとりいれたとこ

ろをこのような矛盾点を解く足がかりになるものとして注目したい。

　ボランティアについて

　今回の視察で大いに見聞したいと思ったことはボランティア関係のことであったが、

その目的はあまり達せられなかった。というよりも遊び場に関してはボランティアはそ

んなに大げさに存在するものではなかったという方が正しい。ヨーPッパにおけるボラ

ンティアは、El本のようにある程度専門的な教育を受けた指導者ではなく、ある時は主
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婦のお手伝いであったり、本職の溶接工の腕を持つ父親が溶接の指導をしたり、大学生

のプレーリーダーが指導したりする地味な活動である。ただ、地味ながらも、何のボラ

ンティアは何曜日の午後に来るというボランティア自身の責任はきちんと実行されてい

るようである。

　娯楽遊園地

　デンマークのチボリとオランダのマドゥローダムにっいて所感を述べてみよう。

　マドゥローダムは実物を塩に縮尺した都市模型公園であり、精巧な都市模型を見て

楽しむ遊園地のためこの中でこども達が遊ぶということは全くできない。この中では、

こども達は動くものと仕掛のあるものにしか興味を示さないだろうというのが私の見た

感想である。それは実際精巧をきわめ、すばらしい建物ばかりであったが、正直に言っ

て展示場という趣で、大人が見て楽しいものの場に思えた。ただ、このマドゥローダム

の立派な施設をみて、こどもだけではなく、大人たちも幻想の世界にすいこまれるよう

な感じがし、こども達を夢の世界に誘うようなものがある、すばらしい遊園地でもある

ような気がした。

　この遊園地の特徴は、こどもによる市議会をもち、管理、運営にあたっている点は、

日本でも参考にしたい点である。

　ヨーロッパにおける商業遊園地の雄チボリには、夕方から夜にかけての視察で、少々

肌寒かったが、楽しい一時であった。

　この遊園地の特徴は、何んといって様々の色に輝く美しいイルミネーションである。

園内至る所の樹木から樹木へ、あるいは池の芦辺に、あるいは中世のお城の外郭にルビ

ーの赤が、星の黄色が、サファイアの青が、それぞれに美しくほの明るくきらめく様は

幻想の世界に迷いこんだような楽しさを覚えた。とりわけ水辺にっけた紫のイルミネー

ションは池をめぐる草々の緑を浮き立たせ、水面に二色のゆらめきをうっさせたあたり

のセンスは秀逸である。訪れる人々はしばし我を忘れてしまうような美しい雰囲気であ

る。ここは夜10時迄会場しているため、大人向きのサービスも十分に考慮されている。

昼間は地元のお年寄が回数券をもって、毎日のようにひなたぼっこに訪れるということ

もきいた。我々が訪れた夕方でさえ車椅子の老人を何人か見かけた。丁度地元の選ばれ

たこども達による馬車パレードも通りかかり、運よく見物できた。

　ここを見学すると、商業遊園地であれ、教育的遊園地であれ、訪れた人々に理屈抜き

で楽しんでもらうというサービス精神の神随を知らされたような気がする。

　日常の生活からの解放という意味で、大人もこどもも楽しめる場所、それでいて決し

て不健康ではない、そんな遊園地として我々の遊び場にも参考になるところ大であった

　この点が一年の半分強しか開場しないのに年間500万人もの人を動員している最大の

理由であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小瀬水早苗）
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ヨーロッパのこどもの遊び場と遊具

児童館班　3班

　屋外遊具

　ヨーロッパで見た遊具は、日本でよく目にする画一的な物と違いそれぞれ特徴があり

子どもの創造力、冒険心、遊びの発展を促す配慮がなされていた。

　スイスのチューリッヒにあるRISEBAH（リッスバッハ）レクリェーションセンター

で見た屋外遊具は日本でもおいてある種の物でありながら子どもの側にたった創意工夫

が各所において見られた。この施設の敷地内には幼稚園と学校があり、四っの屋外遊具

はこの幼稚園の隣りにあった。

　すべり台は小高く土を盛った上に設置され、その傾斜の部分に大小の石が敷いてあっ

た。そして滑降面以外は木材をやぐらの様に組んである、ただすべるだけのすべり台で

なく、ぶらさがったり、上ったりしながら握力や持久力などを養うように配慮されてお

り、しかも自然の姿を多くとり入れた遊具のように思われた。

　ヨーロッパでは砂場の近くにほとんど水道が備えられてあったが、ここの砂場では一

度溜めた水がパイプから、チョロチョロと流れ出るようになっており、自然の姿という

ものを大切にしている事を感じた。この砂場にもスベリ台と同様に大小の石が置かれ、

そして砂場の中にはテーブルやいすにもなる大きい丸太が整然と並べられていた、すぐ

近くには幅の広いドッシリとした木製のシーソーがあり、普通のシーソーとは違ってち

ょっと工夫がしてある。事故のないように手すりがついており年少者でも自由に遊べる

たのしそうな遊具である。
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　ここで一番人気のあるというロッチボール（怪物）と言う名の遊具は管をくねくねと

曲げた暗やみのトンネル状になった遊具である。なる程、子どもの喜びそうなものだ。

これは工業用のチューブからある芸術家が考案したもので、ビスによって形もいろいろ

変えることができるという利点まであった。この遊具のデザインや色は非常に斬進的で

モダンであった。周囲の環境は緑がいっぱいで大きな石や丸太がゴロンと横たえられ意

図的に子ども達を自然の中で遊ばせると言う配慮がなされているようである。今後は、

日本でもありふれた既製遊具をただ単に設置するだけでなく、自然との調和を考慮し、

子どもの側に立った細かい工夫、計画がなされなければならないことを強く感じた。

　自然地形の利用

　オーストリアの首都ウィーン市にある「ドナウパーク」は、国際造園展跡地を整備し

た都市公園である。この公園内には展望台、水上野外劇場、リフト、豆汽車など多くの

遊びの施設がある。また、池や芝生、樹木、花壇のレイアウトは、すばらしいものであ

り、その広大さに驚きの目をみはった。

　この公園内に、子どもの為の遊び場として、銀行協会が寄贈した「貯金の好きな良い

子の遊び場」があった。この遊び場は公園とは、柵で区切られていて築山や池や砂場な

どの自然物と既製の遊具が備えられているがどの遊具でも子ども達が喜々として遊んで

いるのが見られた。120m×80mの余り広くもない敷地の中に、地形を利用した自然の

遊び場に特に関心をもった。

　芝生を植えた築山は、一際歓声をあげてころげまわる子ども達でいっぱいであった。

　この芝生の山は池と通路との間にあり芝生と池との間に柵はなく、池の方にころげお

ちないよう、スロープに心を配ってある。

　ここで遊んでいる子どもは、比較的年令の低い子ども（4才～6才位）が多く、この

子どもたちが足を伸ばし、手は上にあげたり、脇につけたりしてごろごろころがりなが

らかけあがるという、単純な動作をくりかえして遊んでいた。

　ころがる時には、全身からワッと噴き出たような歓声をあげているのに対して、あが

っていく時は黙ったままか、ころがっている子どもに声を掛けているという対比をみせ

ていた。

　あの破れんばかりの笑顔には、スリルを充分IC味わい、エネルギーを爆発させている

充実感が感じられた。ドナウパークの芝生は全面立入禁止であるが、この「子どもの遊

び場の芝生の山」は、まさに子どもの天国であった。

　廃材利用

　廃材廃物利用は、世の東西を問わず子ども達が積極的且つ活発に取り組む、半ば教材

的なものの一っであるが、ヨーロッパにおいての廃材利用は特に印象深いものがあった

ストックホルムのレクリェーンヨンセンターの木工室、デンマーク、オランダの余暇セ

ンター、冒険遊び場等では無造作に鋸や釘がおかれ、子ども達が自由に使っている様子

は、わが国ではあまり見られない光景である。しかし、周囲には釘が散乱し、角ばった
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釘や太い釘が足もとに落ちており、非常に危険を感じたが、安全第一主義の日本では考

えられない危険な環境である。

　小学校の低学年から高学年にいたるまでどの子ども達をみても目が輝やいており、創

造する喜びに満ちている。特にデンマークの冒険遊び場での廃材利用の家が非常に印象

的であった。カンナ等の使用はあまりせず、釘も適当に打ち込み、一階建てから工夫し

て梯子をかけたり、更に二階を作り、窓から二人で顔を出し、できあがった家に満足し

ている姿は作品を仕上げた芸術家にも似て得意満面であった。屋根や壁面の色彩も様々

で丸太を組み込んだ上に屋根板を張ってあるこの一っの屋根が同じ色でなくてもいっこ

うに気にならない様子であり、それぞれ子ども達が思いのままペインティングをしてい

る。子ども達は建築している家の美観や出来栄えというより共同製作を喜び、楽しむ、

といった製作の過程を中心としたムードのようである。指導員の存在がわからないほど

であり、よくみると後方でじっと子どもを見守っている姿が印象的であった。指導員の

心の中は、一っの廃物廃材をとおして知識や技能を育成する内容的な面と、その意図す

る作品に迫る能力や態度を養いながら集団生’舌に欠くことのできない精神面をも培って

いるのであろう。

　建ててはこわし、こわしては建てていく遊びなので、マンネリ化から起きるマイナス

面の問題があると思うが、指導員が子ども達の中からでてくるものを、どれだけうまく

吸い上げていけるか気がかりの一つだが、指導者側のいわゆる人的問題なのだと感じた
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